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本
日
こ
こ
に
、
ご
来
賓
各
位

の
ご
臨
席
を
賜
り
ま
し
て
、
第

１
回
南
島
原
市
表
彰
式
を
挙
行

し
、
市
内
各
界
に
わ
た
っ
て
本

市
の
発
展
に
ご
功
労
の
あ
っ
た

皆
様
方
の
表
彰
式
を
行
う
運
び

と
な
り
ま
し
た
こ
と
は
、
誠
に

喜
び
に
た
え
な
い
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。

　
こ
の
た
び
の
受
賞
者
の
皆
様

は
、
い
ず
れ
も
各
分
野
に
わ
た

り
優
れ
た
業
績
を
残
さ
れ
た
方

ば
か
り
で
あ
り
、
そ
の
献
身
的

と
も
い
う
べ
き
ご
努
力
と
不
断

の
ご
苦
労
は
ま
さ
に
市
民
の
鑑

と
い
う
べ
き
で
あ
り
ま
す
。
こ

こ
に
あ
ら
た
め
て
、
深
く
敬
意

を
表
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
市
表
彰
制
度
は
、
本
年

創
設
い
た
し
ま
し
た
も
の
で
、

皆
様
が
記
念
す
べ
き
初
め
て
の

受
賞
者
で
あ
り
、
心
か
ら
お
祝

い
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
り
ま

す
。

　
ご
案
内
の
と
お
り
、
最
近
の

我
が
国
を
取
り
巻
く
情
勢
は
、

め
ま
ぐ
る
し
い
ま
で
に
変
化
を

み
せ
て
き
て
お
り
ま
す
。
少
子

高
齢
化
、
高
度
情
報
化
、
国
際

化
が
急
速
に
進
展
す
る
と
い
う

状
況
の
中
で
、
昨
年
３
月
に
８

町
合
併
に
よ
り
南
島
原
市
と
し

て
誕
生
い
た
し
た
ま
し
た
本
市

に
お
き
ま
し
て
も
、
産
業
・
経

済
、
福
祉
・
保
健
あ
る
い
は
環

境
保
全
な
ど
の
面
で
迅
速
な
対

応
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
中
で
行
政
に
携
わ

る
私
ど
も
の
責
任
も
ま
す
ま
す

重
大
で
あ
り
、
市
民
の
皆
様
の

目
線
に
立
っ
て
、
地
域
の
発
展

に
向
け
、
よ
り
一
層
の
力
を
注

い
で
ま
い
る
覚
悟
で
お
り
ま
す
。

　
そ
の
一
方
で
、
こ
う
し
た
こ

と
は
私
ど
も
だ
け
で
は
力
の
及

ば
な
い
課
題
も
多
く
、
市
民
の

皆
様
方
の
ご
尽
力
と
ご
協
力
を

い
た
だ
か
な
け
れ
ば
、
わ
が
市

の
発
展
も
あ
り
得
な
い
の
で
は

な
い
か
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、

そ
の
豊
富
な
見
識
と
貴
重
な
体

験
を
生
か
し
て
い
た
だ
き
、
わ

が
南
島
原
市
の
発
展
の
た
め
に
、

こ
れ
か
ら
も
一
層
の
ご
尽
力
を

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　
終
わ
り
に
、
本
日
の
表
彰
を

市
民
の
皆
様
と
と
も
に
祝
福
申

し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
皆
様

方
の
ご
健
康
と
ご
多
幸
を
心
か

ら
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

  

平
成
19
年
10
月
21
日

　 

南
島
原
市
長
　
松
島 

世
佳

　

　
南
島
原
市
で
は
今
年
７
月
、
「
自

治
の
振
興
及
び
産
業
、
厚
生
、
教
育
、

文
化
等
の
進
展
に
貢
献
し
、
そ
の
功

績
顕
著
な
も
の
を
表
彰
し
、
も
っ
て

本
市
の
向
上
発
展
を
図
り
、
市
民
の

福
祉
の
増
進
に
資
す
る
」
こ
と
を
目

的
と
し
、
表
彰
制
度
を
創
設
し
ま
し

た
。

　
そ
し
て
今
回
、
新
市
発
足
後
初
め

て
と
な
る
表
彰
式
を
10
月
21
日
㈰
、

あ
り
え
コ
レ
ジ
ヨ
ホ
ー
ル
で
開
き
、

徳
行
や
地
方
自
治
功
労
な
ど
73
人
、

２
団
体
を
表
彰
し
ま
し
た
。

　
受
賞
者
の
内
訳
は
、
徳
行
（
市
に

対
す
る
寄
付
）
が
１
人
と
１
団
体
、

地
方
自
治
功
労
19
人
、
社
会
福
祉
功

労
５
人
、
産
業
功
労
33
人
、
教
育
文

化
功
労
６
人
、
交
通
安
全
・
防
犯
・

消
防
功
労
８
人
、
特
別
賞
（
ス
ポ
ー

ツ
）
が
１
人
と
１
団
体
。

　
今
回
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
か
ら
幅
広

い
年
代
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
が
、
特

別
賞
で
は
現
在
高
校
生
の
西
田
隆
蔵

さ
ん
や
布
津
小
学
校
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
部
（
男
子
）
が
栄
誉
に
輝

き
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
松
島
市
長
が
「
こ
の
た

び
の
受
賞
者
の
皆
様
は
、
い
ず
れ
も

各
分
野
に
わ
た
り
優
れ
た
業
績
を
残

さ
れ
た
方
ば
か
り
で
あ
り
、
そ
の
献

身
的
と
も
い
う
べ
き
ご
努
力
と
不
断

の
ご
苦
労
は
ま
さ
に
市
民
の
鑑
（
か

が
み
）
と
い
う
べ
き
で
あ
り
ま
す
」

と
敬
意
を
表
し
ま
し
た
。

　
そ
れ
に
対
し
、
被
表
彰
者
を
代
表

し
、
社
会
福
祉
功
労
表
彰
を
受
け
た

松
坂
興
志
さ
ん
が
「
南
島
原
市
が
誕

生
し
て
初
の
表
彰
の
栄
に
浴
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
こ
と
は
、
誠
に
光

栄
な
こ
と
で
あ
り
、
生
涯
忘
れ
る
こ

と
が
で
き
な
い
喜
び
と
な
り
ま
す
」

と
お
礼
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

　
南
島
原
市
初
の
受
賞
、
本
当
に
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
　
　
　

表
彰
項
目
と
対
象
内
容

①
人
命
救
助

　
自
己
の
危
険
を
か
え
り
み
ず
、
人
命
を

　
救
助
し
た
も
の

②
徳
行

　
徳
行
卓
越
し
、
他
の
模
範
と
な
る
も
の

③
地
方
自
治
功
労

　
地
方
自
治
の
振
興
に
貢
献
し
、
そ
の
功

　
績
顕
著
な
も
の

④
社
会
福
祉
功
労

　
民
生
の
安
定
に
貢
献
し
、
そ
の
功
績
顕

　
著
な
も
の

⑤
産
業
功
労

　
産
業
の
開
発
及
び
振
興
に
貢
献
し
、
そ

　
の
功
績
顕
著
な
も
の

⑥
教
育
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
功
労

　
教
育
文
化
及
び
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
貢

　
献
し
、
そ
の
功
績
顕
著
な
も
の

⑦
保
健
・
環
境
功
労

　
保
健
衛
生
及
び
環
境
保
全
の
向
上
に
貢

　
献
し
、
そ
の
功
績
顕
著
な
も
の

⑧
納
税
功
労
　

　
納
税
に
貢
献
し
、そ
の
功
績
顕
著
な
も
の

⑨
交
通
安
全
・
防
犯
・
消
防
防
災
功
労

　
交
通
安
全
、
治
安
の
維
持
並
び
に
水
火

　
災
等
の
防
護
及
び
復
旧
に
貢
献
し
、
そ

　
の
功
績
顕
著
な
も
の

⑩
勤
労
功
労

　
永
年
に
わ
た
り
勤
労
に
励
み
、
他
の
模

　
範
と
な
る
も
の

⑪
そ
の
他

　
そ
の
他
特
に
表
彰
に
値
す
る
と
認
め
ら

　
れ
る
も
の

　株
式
会
社
雲
仙
き
の
こ
本
舗

　
　
　
　
　
　（
有
家
町
尾
上
）

　
石
坂
　
信
一（
岐
阜
市
）

　　荒
木
　
昭
明
（
加
津
佐
町
己
）

池
田
二
千
六
（
北
有
馬
町
己
）

伊
藤
　
　
士
（
有
家
町
石
田
）

桑
原
　
幸
治
（
西
有
家
町
須
川
）

川
口
　
　
久
（
南
有
馬
町
丙
）

古
賀
　
郁
夫
（
加
津
佐
町
己
）

佐
藤
　
法
男
（
有
家
町
久
保
）

嶋
内
　
好
末
（
有
家
町
小
川
）

白
髭
　
貞
俊
（
有
家
町
尾
上
）

城
川
　
清
人
（
北
有
馬
町
丁
）

末
吉
　
賢
良
（
有
家
町
原
尾
）

田
口
　
　
慧
（
口
之
津
町
乙
）

立
石
　
敏
彦
（
口
之
津
町
乙
）

野
田
　
直
行
（
北
有
馬
町
丙
）

林
田
　
利
雄
（
南
有
馬
町
己
）

日
向
　
義
忠
（
加
津
佐
町
己
）

福
田
　
　
出
（
加
津
佐
町
己
）

増
田
　
　
篤
（
有
家
町
小
川
）

松
本
　
政
博
（
加
津
佐
町
戊
）

　　荒
木
　
義
信
（
布
津
町
乙
）
　

大
平
　
静
子
（
布
津
町
甲
）
　

松
坂
　
興
志
（
加
津
佐
町
丙
）

元
村
　
麗
子
（
布
津
町
乙
）
　

山
本
　
繁
則
（
口
之
津
町
甲
）

　

　穐
山
　
儀
平
（
加
津
佐
町
乙
）

穐
山
　
利
美
（
加
津
佐
町
乙
）

安
　
　
久
夫
（
西
有
家
町
長
野
）

池
田
　
隼
太
（
西
有
家
町
龍
石
）

石
橋
　
　
仁
（
有
家
町
大
苑
）

伊
藤
　
　
一
（
有
家
町
石
田
）

伊
藤
　
和
清
（
南
有
馬
町
丙)

糸
山
　
　
泉
（
南
有
馬
町
戊
）

植
木
　
郡
藏
（
西
有
家
町
須
川
）

江
島
　
　
鮮
（
南
有
馬
町
丙
）

大
平
　
敏
秀
（
布
津
町
甲
）
　

岡
本
　
三
郎
（
深
江
町
丙
）
　

金
子
　
　
實
（
西
有
家
町
須
川
）

神
　
　
三
男
（
有
家
町
石
田
）

楠
田
　
藤
年
（
有
家
町
尾
上
）

小
林
　
一
二
（
加
津
佐
町
丙
）

齊
藤
　
要
介
（
加
津
佐
町
己
）

下
田
　
峯
吉
（
布
津
町
丙
）
　

高
原
　
　
功
（
深
江
町
丁
）
　

中
尾
　
國
美
（
加
津
佐
町
己
）

永
田
仙
三
郎
（
西
有
家
町
須
川
）

永
田
　
輝
彦
（
西
有
家
町
須
川
）

永
吉
　
　
悟
（
南
有
馬
町
乙
）

西
村
　
正
人
（
西
有
家
町
須
川
）

林
田
　
雅
昭
（
西
有
家
町
里
坊
）

松
崎
　
利
幸
（
有
家
町
尾
上
）

水
嶋
　
廣
幸
（
南
有
馬
町
乙
）

三
宅
　
綱
英
（
南
有
馬
町
己
）

森
　
　
實
義
（
西
有
家
町
須
川
）

山
下
　
重
彦
（
布
津
町
甲
）
　

山
下
南
海
夫
（
布
津
町
甲
）
　

吉
田
　
　
泉
（
加
津
佐
町
丙
）

吉
田
久
壽
雄
（
西
有
家
町
須
川
）

　

　石
橋
　
政
文
（
布
津
町
丙
）
　

川
島
　
　
綱
（
北
有
馬
町
戊
）

佐
藤
　
克
昭
（
北
有
馬
町
丁
）

立
川
　
安
彦
（
加
津
佐
町
己
）

溝
江
　
敦
子
（
布
津
町
乙
）
　

村
山
　
宏
明
（
布
津
町
乙
）
　

　　　荒
木
　
昭
明
（
加
津
佐
町
己
）

川
口
　
　
久
（
南
有
馬
町
丙
）

福
田
　
　
出
（
加
津
佐
町
己
）

　　　相
川
　
博
文
（
西
有
家
町
長
野
）

荒
木
　
鶴
男
（
口
之
津
町
甲
）

酒
井
　
良
明
（
北
有
馬
町
丙
）

友
永
　
公
徳
（
口
之
津
町
丙
）

内
藤
　
八
人
（
北
有
馬
町
己
）

本
多
　
一
則
（
口
之
津
町
乙
）

松
　
　
　
強
（
布
津
町
甲
）
　

山
本
　
孝
好
（
加
津
佐
町
乙
）

　　西
田
　
隆
蔵
（
南
有
馬
町
甲
）

布
津
小
学
校
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
部〔
男
子
〕（
布
津
町
乙
） 

　
　

　
　
【
五
十
音
順
・
敬
称
略
】

　
　

(故)

▲受賞者代表謝辞を述べる松坂興志さん

納

税

功

労

（
※
地
方
自
治
功
労
と
重
複
）

交

通

安

全

・

防

犯

・

消

防

防

災

功

労

地

方

自

治

功

労

社

会

福

祉

功

労

　

徳

　

　

　

行

　

産

業

功

労

教
育
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
功
労

特

別

賞

南　島　原　市　被　表　彰　者

徳
行
や
地
方
自
治
功
労
な
ど
73
人
、

２
団
体
を
表
彰

平
成
19
年

南
島
原
市
表
彰
式
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「
歓
声
い
っ
ぱ
い
秋
の
一
日
」

　
読
書
の
秋
、
食
欲
の
秋
、
そ
し
て
ス
ポ

ー
ツ
の
秋
…
。
遅
か
っ
た
秋
の
気
配
が
よ

う
や
く
感
じ
ら
れ
は
じ
め
た
10
月
７
日
、

市
内
各
地
区
で
は
体
育
祭
が
あ
り
、
子
ど

も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
た
く
さ
ん
の
市
民

が
参
加
し
ま
し
た
。

　
昨
年
は
加
津
佐
・
西
有
家
・
有
家
の
３

地
区
の
み
で
し
た
が
、
本
年
度
は
新
た
に

口
之
津
と
深
江
地
区
が
加
わ
り
５
地
区
で

の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　
大
会
で
は
、
玉
入
れ
や
綱
引
き
な
ど
の

定
番
の
種
目
か
ら
、
道
具
を
使
っ
た
ア
イ

デ
ア
満
載
の
競
技
ま
で
多
彩
な
内
容
に
応

援
団
か
ら
は
大
き
な
声
援
が
送
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優 勝 水 月 Ｂ

名 対 抗 競 技 総 合
職 場 職 域 リ レ ー
　（ 男 子 の 部 ）　

自治会対抗リレー
　 　（ ２ 部 ）　 　

自治会対抗リレー
　 　（ １ 部 ）　 　

準優勝 六 反 田

３ 位 野 　 田

４ 位 宮 　 原

５ 位 津 波 見

６ 位 水 月 Ａ

優 勝 宮原運営協議会

準優勝 加津佐いちご

３ 位 道 原 矢 岳 会

４ 位 ほかにわ共和国Ｂ

５ 位 ほかにわ共和国Ａ

６ 位 加津佐総合支所

優 勝 道 　 原

準優勝 町 　 原

３ 位 下 　 里

４ 位 北 ヶ 峰

５ 位 西 越 崎

６ 位 東 　 串

優 勝 境 　 町

準優勝 東 岩 戸 町

３ 位 花 　 房

４ 位 酢 ノ 木

５ 位 東 宮 町

６ 位 西 上 町

優 勝 見 　 岳

地 区 対 抗 総 合 小学生年別リレー

準優勝 長 　 野

３ 位 須 川 西

４ 位 龍 　 石

５ 位 慈 恩 寺

６ 位 里 　 坊

７ 位 須 川 東

優 勝 見 　 岳

準優勝 須 川 西

３ 位 慈 恩 寺

４ 位 龍 　 石

５ 位 長 　 野

６ 位 里 　 坊

７ 位 須 川 東

優 勝 見 　 岳

中学生年別リレー 名対抗年代別リレー

準優勝 龍 　 石

３ 位 慈 恩 寺

４ 位 長 　 野

５ 位 須 川 西

６ 位 里 　 坊

７ 位 須 川 東

優 勝 須 川 西

準優勝 龍 　 石

３ 位 長 　 野

４ 位 慈 恩 寺

５ 位 見 　 岳

６ 位 須 川 東

７ 位 里 　 坊

優 勝 上 藤 原

自 治 会 対 抗 の 部

準優勝 　 堤 　

３ 位 長 　 田

４ 位 下 藤 原

５ 位 境 　 目

６ 位 尾 　 上

優 勝 上 藤 原

年 代 別 リ レ ー

準優勝 長 　 田

３ 位 堀 　 切

優 勝 　 ５ 分 団 　

消防団分団対抗の部

準優勝 　 １ 分 団 　

３ 位 　 ７ 分 団 　

優 勝 早 　 崎

地 区 対 抗 総 合 　 小 学 生 　
自治会対抗リレー

　 自 治 会 対 抗 　
年 代 別 リ レ ー

　 中 学 生 　
地 区 対 抗 リ レ ー

準優勝 東 　 部

３ 位 北 　 部

４ 位 西 　 部 �

５ 位 南 　 部

優 勝 中 　 尾

準優勝 真 米 Ａ

３ 位 野 　 向

優 勝 早 　 崎

優 勝 三 大 泊

準優勝 真 　 米

３ 位 久 木 山 西

小学校対抗リレー
　（ 男 子 の 部 ）　

優 勝 有 家 Ａ

準優勝 堂 崎 Ｂ

３ 位 新 切

小学校対抗リレー
　（ 女 子 の 部 ）　

優 勝 堂 崎 Ａ

準優勝 蒲 　 河

３ 位 堂 崎 Ｂ

優 勝 大 　 木

自 治 会 対 抗 の 部

準優勝 大野木場団地

　〃　 中 　 江 �

４ 位 天 ノ 木

５ 位 下 瀬 野

６ 位 上 　 町

優 勝 　 ４ 分 団 　

消防団分団対抗の部

準優勝 　 １ 分 団 　

３ 位 　 ６ 分 団 　

小 学 生 地 区 対 抗
　（ 男 子 の 部 ）　

優 勝 大 野 木 場

準優勝 小 林

３ 位 馬 場

小 学 生 地 区 対 抗
　（ 女 子 の 部 ）　

優 勝 大 野 木 場

準優勝 小 林

３ 位 船 津

中 学 生 地 区 対 抗
　（ 男 子 の 部 ）　

優 勝 諏 訪

準優勝 瀬 野

３ 位 馬 場

中 学 生 地 区 対 抗
　（ 女 子 の 部 ）　

優 勝 小 林

準優勝 諏 訪

３ 位 大 野 木 場
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(1) 市内に住所を有し、かつ、居住している人

(2) 処理機・容器を適切に使用し、かつ、適切に維

(2) 持管理できること

(3) 堆肥化された生ごみを自ら適切に処理すること

(3) ができること

(4) 南島原市内の販売店から購入すること

(5) 電気式生ごみ処理機については５年間、処理容

(3) 器については３年間、補助金の交付を受けた者

(3) が同一世帯にいないこと

・電気式生ごみ処理機

　購入額の２分の１（１００円未満切捨て）

　限度額 ２０ , ０００円

　１世帯１台限り　　予定数 １５台

・生ごみ処理容器（コンポスト・ＥＭ専用バケツ）

　購入額の２分の１（100 円未満切捨て）

　限度額 ３ , ０００円        

　１世帯２個まで　　予定数 ５０個

※先着順に受け付けを行いますので予算額に達し

　た場合は申請を締め切ります。

　　　　　　　　　１１月２６日（月）～３０日（金）

　　　　　　　　　  

　　　　　　　　　各総合支所市民課

　①母子福祉医療費受給者証　②健康保険証

　③印　鑑　　④更新の案内通知

　市では、ごみの減量化を推進するため家庭から出る生ごみを自家処理することが

できる電気式生ごみ処理機および生ごみ処理容器（コンポスト・ＥＭ専用バケツ）

を購入する世帯に購入費の一部を補助します。

　処理機・容器を購入前に「補助金交付申請書」を各総合支所の市民課に提出してください。

※申請書等は各総合支所の市民課にあります。また、市のホームページからダウンロードすることもできます。

※すでに購入しているもの、補助金交付決定通知書を受け取る前に購入したものには補助できません。

　農地を住宅用地や資材置場、道路などにする場合は、許可が必要です。

　農地転用許可制度は、優良農地の確保と計画的な土地利用の推進を目的としています。

　農地は農業を営む上で大切なものであり、一度農地以外のものにされると元に戻すことが困難であること

から、将来に向かって優良な農地を確保できるよう、土地の合理的な利用を踏まえ、適正な農地の転用が行

われるよう、農地法や他の法令で守られています。

【転用許可事務の流れ（２ヘクタール以下の転用）】

※標準的事務処理期間を設け、申請を受けてから６週間以内に処理できるよう努めています。

　市では、現在、市立の保育所、幼稚園の見直しを検討中であるため、来年度の入所受け付けおよび入園に

かかる募集を延期します。受け付け・募集の時期は平成２０年１月頃を予定していますのでお知らせします。

　詳しいことは各担当課までお尋ねください。

　市では、男女があらゆる分野に平等に参画し、ともに社会の発展を支えていくような男女共同参画社会の

実現を目指して、本年度中に男女共同参画計画の策定を予定しています。

　その計画の原案を１１月１日から、各総合支所市民課および南島原市のホームページで公開しますので、

市民の皆さまのご意見をお寄せください。

　現在お持ちの母子福祉医療費受給者証の有効期限は平成１９年１１月３０日（金）となっています。

　対象者には更新の案内を送付しますので、受付期間内に更新手続きをしてください。

※もし更新されない場合には、１２月からの受診分について医療費の助成を受けることができませんのでご注

　意ください。

　『広報南島原』では、読みやすく、わかりやすい紙面づくりを

目指し、現在庁内で委員会を発足し、研究を行っています。

　その中に「市民との協働による広報紙づくり」が掲げられており、

市民皆さまの話題や情報を反映していきたいと考えています。

　まずは、市内のさまざまな話題や情報がありましたら、広報

広聴班までお知らせください。こちらから取材にお伺いします。

　市民皆様のご協力をお願いいたします。

申

請

者

農

業

委

員

会

知

事

農

業

会

議

①申請書提出 ②意見を付して進達 ③諮　問

⑥許可書交付 ⑤許可書送付 ④答　申
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　特定健診の必須項目の検査結果から、メタボリッ

クシンドロームの危険性のレベルを判定します。そ

の結果によっては、医師の判断により詳細検査を実

施することもあります。もちろんこれまでどおり、

糖尿病、高血圧などの個別の生活習慣病の判定も行

います。

　特定健診で、特にメタボリックシンドロームの危

険性が高いと判定された人は特定保健指導で生活習

慣の改善を目指していきます。

メタボリックシンドロームは、ほんの少し生活習

慣を見直し、継続することで改善が可能です。

新しい健診では、メタボリックシンドロームのも

とになる内臓脂肪がたまっていたら危険であるこ

とを受診者に知ってもらい、受診者自らが生活習

慣を変えていく支援をすることを目的としています。

必須項目
①質問票（服薬歴、喫煙歴、生活習慣等）

②身体計測（身長、体重、ＢＭＩ、腹囲）

③理学的検査（身体診察）

④血圧測定

⑤血液検査

　・脂質検査（中性脂肪、ＨＤＬコレステロール、
　　　　　　　ＬＤＬコレステロール）

　・肝機能検査（ＧＯＴ、ＧＰＴ、γーＧＴＰ）

　・血糖検査（空腹時血糖又はＨｂＡ１ｃ）

⑥検尿（尿糖、尿蛋白）

詳細検査項目
①心電図検査

②眼底検査

③貧血検査（赤血球数、血色素量、ヘマトクリット値）

特 定 健 診 の 項 目

メタボリックシンドロームはこうして進行します

不健康な生活習慣

食べすぎ、飲み過ぎ、運動不足、喫煙など

動 脈硬化の進行

生活機能の低下

内臓のまわりに脂肪がたまる（内臓脂肪型肥満）

肥　　満 高 血 圧 脂質異常 高 血 糖

生活習慣病の発症

肥　　満 高 血 圧 脂質異常 高 血 糖

重症化・合併症の発症

虚血性心疾患
(心筋梗塞・狭心症など)

脳 卒 中
(脳出血・脳梗塞)

糖尿病合併症
(人工透析・失明など)

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
予
備
群
　
　
　
　
　
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

　平成２０年 3 月３１日までの創業および雇入れ

　対象となる労働者を雇入れ日の３カ月後から起算

して１カ月。

　ただし、法人等の設立の日から７カ月を経過する

日までは支給申請ができます。（７カ月を経過する

日が、平成２０年 7 月３１日を超える場合は、その

日までとなります。）

　法人の設立または個人事業の開業後、６カ月以内。

　ただし、平成１９年１２月３１日以降の創業に係

る地域貢献事業計画書の申請期限は、平成２０年 6

月３０日までとなります。

　　　　　前回は南島原市の医療費と生活習慣病の関係についてお知らせしましたが、今回は特定健診に

　　　　　　ついて説明します。（次回は特定保健指導の予定です。）

地域創業助成金とは

地域創業助成金は、地域貢献事業※注１を行う法人を設立または個人事業を開業し、６５歳未満の非自発

的離職者※注２を１人以上含む２人以上の常用労働者および短時間労働者を雇用した場合に、新規創業に

係る経費および労働者の雇入れについて支援する助成金です。

この事業は、平成２０年３月３１日で終了いたします。

　①新規創業支援金

　・創業経費（①法人等の設立に関する事業計画作成費、②職業能力開発経費、③設備・運営経費）の

　　３分の１（上限額は下表のとおり）を支給

　②雇入れ奨励金および追加奨励金

　・創業支援対象労働者の内、非自発的離職者１人につき、３０万円（短時間労働被保険者１人１５万円）が

　　支給されます。ただし、１００人分が限度です。

　地域創業助成金を受給するには、上記以外にも要件確認や資料等が、必要になります。

●サービス１０分野

　①個人向け・家庭向けサービス

　②社会人向け教育サービス　

　③企業・団体向けサービス　

　④住宅関連サービス　　⑤子育てサービス

　⑥高齢者ケアサービス　⑦医療サービス

　⑧リーガルサービス　　⑨環境サービス

　⑩地方公共団体からのアウトソーシング

●地域重点分野

　○食料品製造業　○飲食料品小売業

　○一般飲食店

　会社の倒産や定年など、自らの意思によらず

に前の会社を離職した人です。

地域貢献事業とは ※注１

非自発的離職者とは ※注２

（　　）内金額は、創業支援対象労働者の雇入れ数が、４人以下の上限額。

雇用調整方針対象者　ない

４００万円（２００万円）５００万円（３００万円）

３５０万円（１５０万円）４００万円（２００万円）

雇用調整方針対象者　ある　 区 　 分 　

３ 人 以 上

２ 人 以 下

創業支援対象労働者の
うち、非自発的離職者
の雇入れ数

メタボリックシンドロームとその予備群の人を早期に

発見して、生活習慣病の進行、悪化を食い止めます。

メタボリックシンドロームとは脂肪細胞の機能が
悪化した内臓脂肪型肥満との関連で起こりやすい
と考えられている高血圧、高脂血症、耐糖能異常
などの疾患の事をいいいます。
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●身体的虐待

　なぐる、ける、首をしめる、熱湯をかける、たば

　この火を押し付ける、おぼれさせる等

●性的虐待

　性的行為を強要する、ポルノの被写体にする等

●保護・養育の怠慢・拒否（ネグレクト）

　食事を与えない、ひどく不潔のままにする、自動

　車や家に置き去りにする、家に閉じこめる等

●心理的虐待

　「産むんじゃなかった」「死んでしまえ」などひど

　い言葉で傷つける、無視する、兄弟で差別する等

●保護者以外の同居人による虐待を放置すること。

　（ネグレクトにあたります）

●子どもの目の前で配偶者などからの暴力　　　　

　（ドメスティック・バイオレンス）を行うこと。�  

「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」

に記載されている月分以外の保険料を１２

月３１日までの間に納付した場合は、今年

分として申告できますか？

今年分として申告できます。「社会保険料（国

民年金保険料）控除証明書」に記載されて

いる保険料額に、後から納付した保険料額

を合算して申告してください。なお、後か

ら納付した保険料分の「領収証書」も添付

等する必要があります。

家族の保険料を納付しましたが、控除の対

象となりますか？

世帯主または配偶者としてご家族の国民年

金保険料を納付した場合は、納付した人が

その保険料を申告することができます。

問１

答１

問２

答２

　国民年金基金は、少しでもゆとりある老後を過ご

すことができるように国民年金 (老齢基礎年金 )に

上乗せ給付をする公的な年金制度です。加入できる

人は、自営業などの第１号被保険者の人で、国民年

金の保険料を納めている人が任意で加入することが

できます。

　農業者年金に加入している人や国民年金の任意加

入被保険者、付加年金加入者、保険料を免除してい

る人は加入できません。

　加入者は受けたい年金額などに応じて、口数と給

付の型を選択し、国民年金の保険料とは別に基金の

掛け金を納めます。月額６８ ,０００円の範囲内で

何口でも掛けられます。支払った掛け金は、全額社

会保険料控除の対象となり、確定申告で税金が軽減

されます。また、受け取る年金については、公的年

金などの控除が適用されるため、民間の個人年金な

どと比較しても有利です。

　いったん加入すると自由に脱退することはできま

せん。ただし、別の都道府県に住所を移動したり、

サラリーマンになったりして国民年金の第１号被保

険者でなくなった場合などは脱退することになりま

す。

（※運営は社会保険庁ではありません）

～あなたの「もしや…」が子どもを救う～

　虐待は子どもに対する重大な権利侵害です。

　子どもを虐待から守るためには、親の立場より何よりも「子どもの立場が最優先」されなければなり

ません。そして、それができるのは「地域の皆さん」と「関係機関」の連携です。

　皆さんの周りに「虐待を受けたと思われる子ども」がいたら、すぐに最寄りの市の窓口や児童相談所

に連絡（通告）してください。また、連絡した人が特定されないよう、秘密は守られます。皆さんの積

極的な行動が、子どもを虐待から守ります。

●現在、子育て中の人は、ひとりで悩まないで相談を！！

　子育てが不安だったり、負担だと思われたときは、周囲の人や相談機関に助けを求めることが大切です。

　人に助けを求める「勇気」を持ちましょう。

●周囲の人は…

　育児不安に悩む親の相談相手になったり、孤立を防ぐようにあいさつや手伝いをするなど、手をさしのべ

　てください。親のネットワークを広げていけば、子育てへの支援が増え、親の負担も軽くなってきます。

虐待が疑われたら、すぐに連絡を! !（秘密は厳守されます）�

福祉事務所地域福祉課、各総合支所の市民課、またはお近くの民生委員・児童委員へ連絡ください。

● 国民年金保険料は、全額が社会保険料控除（非課税）の対象です。

● 年末調整や確定申告で国民年金保険料を申告する場合は、

　 「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」の添付等が必要です。

　 11月上旬に社会保険庁から送付されますので、申告の時期まで大切に保管してください。

　　　「おかしい」と思ったら迷わず通告

　　　通告は義務であり権利です。

　　　「しつけのつもり…」は言い訳

　　　子どもの立場で判断しましょう。�

　　　ひとりで抱え込まない

　　　「助けを求める」「相談する」など、　　

　　　あなたにできることから、すぐに　　　

　　　実行しましょう。

　　　親の立場よりも子どもの立場を

　　　子どもの命が最優先です。

　　　虐待はあなたの周りでも起こりうる

　　　特別なことではありません。

子どもを虐待から
守るための５カ条
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　市内最高齢の古　又十さんが９月14日、１０５

回目の誕生日を迎えられ、松島市長は古　さんが入

所している有家町内のグループホームを訪れ、記念

品と花束を贈りお祝いしました。古　さんはとても

元気なご様子で、調子がいいときには外を散歩され

るそうです。日本一を目指してこれからもお元気で。

　子どもたちに実験の楽しさを知ってもらおうと、長崎総合

科学大学の井手義道さんが10月５日㈮布津小学校で「おも

しろ実験教室」を行いました。ふだんの授業では使わない実

験道具がずらりとならんだテーブルに子どもたちの目は興味

津々。マイナス１９６℃の液体窒素を使った実験では、ビー

カーに入った液体にバラの花びらを４～５秒間つけたあと、

机にチョンとあてるとばらばらに…。バナナもしばらくつけ

るとカチカチに凍り、板に釘を打ちつけることもできました。

ほかに屋外では「大気圧でドラム缶をつぶす」実験を行い、

熱したドラム缶に水をかけると大きな音とともにぺしゃんこ

になり、子どもたちはその迫力に大興奮。未来の科学者？た

ちはいつもと違った実験に目が輝いていました。

　「いっちゃん」の愛称でテレビ番組などでおなじみの、市

原隆靖さん（オーボエ）ほか堀内伊吹さん（ピアノ）、小川

勉さん（クラリネット）、種口敬明さん（ファゴット）の４

人によるコンサートが９月21日㈮ありえコレジヨホールで

あり、木管楽器で観客を魅了しました。これは県内各地で開

催されている「ながさき音楽祭 2007」の一環で開催された

もので、県や県文化団体協議会、南島原市および市教育委員

会が主催しました。

　ステージではクラシックはもちろんのこと、映画音楽やア

ニメソングまで幅広いジャンルにわたった盛りだくさんの内

容。メンバーが楽器を演奏しながら観客とふれあうなどの演

出もあり、楽しいひと時を過ごしました。　

　美術館の名品に触れる機会が少ない市民のため、

長崎県美術館による移動美術館が、ありえコレ

ジヨホールであり、同館が所蔵する名品の数々

が展示されました。

　会場にはスペインの巨匠・シャガールの絵を

はじめ、南有馬町出身の彫刻家・北村西望の作

品などがずらり。学芸員による作品の説明もあり、

来場者は気に入った作品をじっくり鑑賞してい

ました。また、手で触れることのできる作品は、

訪れた幼稚園児に大人気。芸術の秋を感じた１

日となったでしょうか？

　全国地域安全運動に伴う県下一斉防犯パトロ

ールが、10月11日㈭県内各地で実施され、深江

町では午後６時から防犯連絡所長・少年補導員・

駐在所・ボランティアくすのき会のメンバーな

ど20名が参加し、防犯パトロールを行いました。

　くすのき会の活動拠点である「地域安全安心

ステーション」の前で出発式を行ったパトロー

ル隊は、防犯の注意を呼びかけながら、町内の

主要箇所を巡回しました。昼夜を問わない活動、

本当にありがとうございます。

　すでに世界遺産暫定リスト入りを果たしている「長崎の教会

群とキリスト教関連遺産」（本市からは原城跡、日野江城跡、吉

利支丹墓碑の３つ）。それらの本登録へ向けた取り組みとして、

長崎県教育委員会は「長崎から世界遺産を！」と題したシンポ

ジウムを 10 月 7 日㈰、原城文化センターで開催しました。

　基調講演で五野井隆史聖トマス大学院教授は、「かつての有馬

氏の時代には長崎港より口之津港が栄えており、外国との交易

も多く当時のキリシタン文化の中心であった」と本市における

キリスト史を説明。その後のパネルディスカッションでは、片

岡瑠美子純心大学教授が「日本の信徒のために布教活動を行っ

た司祭は有馬や有家のセミナリヨ（神学校）で学んだ」ことを

解説。松島市長は「新たな観光ルートをつくり、アジアの信徒

にぜひ来てほしい」と力強く話しました。

　昨年７月末に来場者20万人だった布津町の温泉

施設「湯楽里」が、10月１日㈪に30万人目を迎え、

節目を飾った下田靖浩さん（布津町丙）に松島市長

が花束と記念品を贈り、職員みんなでお祝いしまし

た。「来やすい雰囲気の温泉なので、勉強の合間に

毎日のように来ていますが（今回の30万人目は）

びっくりしました」と話す下田さんは、現在専門学

校で資格取得のため猛勉強中。

　天然温泉「湯楽里」は、湯量が多い“かけ流し”

温泉として人気が高く、平日でも２００人、土日の

２日間合計平均でも７００人近い来場があります。（毎

週火曜日はお休み）

　眺めも最高で、「いい湯だな～♪」の温泉に皆さ

んもぜひどうぞ。

　ボウリングの前身と言われるローンボウルス。この競技が行

われた「長崎県ねんりんピック」や「長崎県ローンボウルス大会」

の２つの大会で、西有家チームが３位に入賞するなど健闘して

います。ローンボウルスとは、「ボウル（写真下）」と呼ばれる

偏心球を、目標球のどれだけそばに近づけられるかを競う球技で、

イギリス発祥のスポーツです。世界大会も開催されているこの

競技は、適度な運動量で楽しめるため、最近ではレクリエーシ

ョンスポーツとして、高齢者や障害

者にも親しまれています。手軽にで

きるので、まちかどで見かけたら皆

さんもチャレンジしてみては…。　
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南島原市
の人口
南島原市
の人口
南島原市
の人口

お問い合わせは

南島原市役所

☎050-3381-5000

深江総合支所

☎050-3381-5120
布津総合支所

☎050-3381-5130
有家総合支所

☎050-3381-5140
西有家総合支所

☎050-3381-5151
北有馬総合支所

☎050-3381-5160
南有馬総合支所

☎050-3381-5170
口之津総合支所

☎050-3381-5180
加津佐総合支所

☎050-3381-5190

人

平成19年９月末日現在（住基人口）

55,034（－31）

25,825（－22）

29,209（－９）

18,668（＋７）

男 性

女 性

世帯数
（　）前月比

※診療時間は午前９時から午後５時までです。

※変更になる場合がございますので、お電話でご確認ください。

※祝日は、前日のテープが流れます。

肝細胞がんの内科的治療月

五十肩火

インフルエンザの予防法水

木

過呼吸症候群金

高齢男性の性生活土・日

白内障の手術

電話番号休日在宅当番医日

86-2205渡部眼科医院
４日

３日

口之津町

82-0832永田内科泌尿器科医院 西有家町

86-4523山北クリニック 口之津町

72-2017泉 川 病 院 深江町

町 名

72-2023明島整形外科医院 布津町

85-3508浦 上 病 院
11日

南有馬町

電話番号休日在宅当番医日 町 名

86-3226哲 翁 病 院
18日

口之津町

82-0993池田循環器科内科 有家町

85-2152中 村 医 院
25日

南有馬町

82-2051伊 崎 医 院 西有家町

23日
86-2200

82-2225

口 之 津 病 院

内 田 医 院

口之津町

西有家町

電話番号休日在宅当番医日 町 名

11月の休日在宅当番医11月の休日在宅当番医

20
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　南
島
原
市
営
住
宅
入
居
募
集

　
次
の
入
居
者
を
募
集
し
ま
す
。

●
募
集
団
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）
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２
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佐
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）
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佐
旭
団
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３
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）

※
こ
の
ほ
か
追
加
募
集
す
る
場
合
が

　
あ
り
ま
す
の
で
窓
口
で
ご
確
認
く

　
だ
さ
い
。
ま
た
、
募
集
団
地
を
見

　
学
し
た
い
人
は
、
事
前
に
各
総
合

　
支
所
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済
建
設
課
ま
で
ご
連
絡
く

　
だ
さ
い
。

●
募
集
期
間

　
11
月
１
日
㈭
〜
14
日
㈬

●
入
居
条
件

・
収
入
が
基
準
に
該
当
す
る
人
。

・
現
に
同
居
し
て
い
る
か
同
居
し
よ

　
う
と
す
る
親
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が
あ
る
人
、
ま
た

　
は
一
定
資
格
の
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者
。

※
（
婚
姻
の
届
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を
し
な
い
が
事
実

　
上
婚
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関
係
と
同
様
の
事
情
に
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る
者
又
は
婚
姻
の
予
約
者
を
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・
住
宅
に
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て
い
る
人
。

・
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に
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人
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い
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な
ど
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す
べ
て
の
条
件
を
満
た
し
て
い
る
人
。

・
特
定
公
共
賃
貸
住
宅
は
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営
住
宅

　
の
収
入
基
準
を
超
え
る
人
が
対
象

　
で
す
。
た
だ
し
、
収
入
基
準
に
は

　
上
限
が
あ
り
ま
す
。

●
申
請
書
類

①
申
込
書
（
市
役
所
に
あ
り
ま
す
）

②
住
民
票
（
世
帯
全
員
分
）

③
所
得
証
明
書
な
ど
収
入
状
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を
証

　
明
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る
も
の
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世
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全
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分
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④
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入
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合
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を
行
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す
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（
抽
選
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11
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21
日
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午
後
２

　
時
　
南
有
馬
総
合
支
所
３
階
　
中

　
会
議
室
）

▼
お
問
い
合
わ
せ

　
南
島
原
市
建
設
部
管
理
課

　
☎
０
５
０（
３
３
８
１
）５
０
６
６

　
ま
た
は
各
総
合
支
所
経
済
建
設
課

「
食
育
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」の
募
集

　
地
域
や
学
校
な
ど
で
、
食
育
に
関

す
る
知
識
を
広
め
た
り
、
調
理
実
習
、

体
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活
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な
ど
を
行
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だ
け

る
「
食
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ラ
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ア
」
を
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し
て
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す
。

●
応
募
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紙
　
県
の
食
育
・
食
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安

　
全
推
進
室
で
配
布
、
県
の
ホ
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ー
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か
ら
も
入
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で
き
ま
す
。

●
締
め
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11
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30
日
㈮

▼
お
問
い
合
わ
せ

　
長
崎
県
食
育
・
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安
全
推
進
室
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８
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５
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６
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自
治
医
科
大
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の

入
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を
募
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し
ま
す

　
自
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県
）
で
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き
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で
働
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医
師
を
養
成

し
て
い
ま
す
。
入
学
金
や
授
業
料
な

ど
の
学
費
は
全
額
貸
与
さ
れ
、
卒
業

後
、
県
内
の
離
島
の
病
院
な
ど
に
一

定
期
間
勤
務
す
れ
ば
、
そ
の
返
還
が

免
除
さ
れ
ま
す
。

●
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来
年
１
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４
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㈮
〜
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㈫

●
入
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長
崎
県
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６
０
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）
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●
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験
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㈫

▼
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９
５
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４
６
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す
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ま
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。
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刑
事
・
行
政
な
ど

に
関
す
る
す
べ
て
の
法
律
相
談
が
で

き
ま
す
。

※
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
固
く
守

　
ら
れ
ま
す
。

●
日
　
時
　
11
月
21
日
㈬

　
午
後
１
時
〜
午
後
５
時

●
場
　
所
　
原
城
オ
ア
シ
ス
セ
ン
タ
ー

●
定
　
数
　
８
名
（
要
予
約
）

※
11
月
１
日
か
ら
予
約
を
受
け
付
け

　
ま
す
。
（
事
情
に
よ
っ
て
は
受
付

　
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
）

▼
お
問
い
合
わ
せ
　
企
画
振
興
部
人

　
権
・
男
女
共
同
参
画
室

　
☎
０
５
０（
３
３
８
１
）５
０
３
５

身
体
障
害
者
巡
回
相
談

　
南
島
原
市
内
で
身
体
障
害
者
巡
回

相
談
が
行
わ
れ
ま
す
。

●
日
　
時
　
11
月
17
日
㈯

　
午
前
10
時
30
分
〜
午
後
２
時

●
場
　
所
　
口
之
津
保
健
セ
ン
タ
ー

●
相
談
内
容

①
身
体
障
害
者
手
帳
に
該
当
す
る
か

　
ど
う
か
の
診
断
（
診
断
で
き
る
障

　
害
は
肢
体
不
自
由
、
聴
覚
障
害
、

　
視
覚
障
害
の
み
）

②
補
装
具
に
関
す
る
相
談
お
よ
び
判

　
定

③
そ
の
他
身
体
に
障
害
が
あ
る
人
の

　
生
活
に
関
す
る
相
談

※
長
崎
身
体
障
害
者
更
生
相
談
所
で

は
、
生
活
に
関
す
る
相
談
を
お
受
け

い
た
し
ま
す
。

※
相
談
は
、
事
前
予
約
が
必
要
で
す
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
　
長
崎
こ
ど
も
・

　
女
性
・
障
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
９
５
（
８
４
６
）
８
９
０
５

畜
産
試
験
場
を
一
般
公
開
し
ま
す

●
日
　
時
　
11
月
10
日
㈯
　

　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

●
場
　
所
　
長
崎
県
畜
産
試
験
場
　

　
島
原
市
有
明
町
湯
江
丁
３
６
０
０

●
内
　
容
　
試
験
研
究
紹
介
／
乳
し

　
ぼ
り
体
験
／
子
牛
、
子
豚
と
の
ふ

　
れ
あ
い
・
ヒ
ヨ
コ
牧
場
／
お
絵
か

　
き
コ
ー
ナ
ー
／
ト
ラ
ク
タ
ー
の
体

　
験
乗
車
／
畜
産
物
の
試
食
コ
ー
ナ

　
ー
（
牛
乳
、
豚
汁
が
新
鮮
で
お
い

　
し
い
よ
〜
！
）
／
畜
産
物
販
売
コ

　
ー
ナ
ー
（
牛
肉
、
ア
イ
ス
ク
リ
ー

　
ム
、
卵
な
ど
！
）

▼
お
問
い
合
わ
せ

　
長
崎
県
畜
産
試
験
場
　

　
☎
０
９
５
７
（
６
８
）
１
１
３
５

新
現
役
フ
ォ
ー
ラ
ム
　
お
お
む
ら

　
退
職
後
、
地
域
活
動
へ
の
参
加
を

希
望
さ
れ
て
い
る
団
塊
世
代
の
皆
さ

ん
や
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
を
希
望
さ
れ
て
い

る
人
、
活
動
を
模
索
中
の
人
を
対
象

と
し
た
講
演
会
で
す
。

●
日
　
時
　
12
月
１
日
㈯

　
午
後
１
時
30
分
〜
５
時

●
場
　
所

　
大
村
商
工
会
議
所
（
東
三
城
町
）

●
内
　
容
　
新
た
な
活
動
の
き
っ
か

　
け
と
な
る
講
演
や
事
例
発
表
、
意

　
見
交
換
会
。

●
参
加
費
　
５
０
０
円

●
定
　
員
　
約
１
２
０
名

▼
お
問
い
合
わ
せ

　
長
崎
県
民
協
働
推
進
室

　
☎
０
９
５
（
８
９
５
）
２
３
１
４

人
権
・
同
和
問
題
講
演
会

　
11
月
11
日
㈰
〜
12
月
10
日
㈪
は
長

崎
県
同
和
問
題
啓
発
強
調
月
間
で
す
。

人
権
・
同
和
問
題
を
正
し
く
理
解
し
、

差
別
の
な
い
明
る
い
社
会
を
築
き
ま

し
ょ
う
。

▼
露
の
新
治
さ
ん
の
講
演

　
11
月
11
日
㈰
　
た
ら
み
図
書
館
（
諫

　
早
市
多
良
見
町
）

　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時

▼
福
永
宅
司
さ
ん
の
一
人
芝
居

　
12
月
９
日
㈰
　
ハ
マ
ユ
リ
ッ
ク
ス

　
ホ
ー
ル
（
雲
仙
市
南
串
山
町
）
／

　
午
後
２
時
50
分
〜
４
時
20
分

●
入
場
料
　
無
料
（
両
会
場
と
も
）

▼
お
問
い
合
わ
せ

　
長
崎
県
人
権
・
同
和
対
策
課

　
☎
０
９
５
（
８
２
６
）
２
５
８
５

不
登
校
を
考
え
る
集
い
「
み

ん
な
で
不
登
校
に
つ
い
て
考

え
よ
う
！
」

　
不
登
校
の
解
決
に
向
け
た
具
体
的

な
取
り
組
み
を
探
り
ま
す
。

●
日
　
時
　
11
月
18
日
㈰

　
午
後
１
時
〜
４
時

●
場
　
所
　
メ
ル
カ
つ
き
ま
ち
５
階

　
ホ
ー
ル
（
長
崎
市
築
町
）

●
内
　
容
　
文
部
科
学
省
児
童
生
徒

　
課
長
に
よ
る
講
演
や
実
践
発
表
、

　
教
育
相
談
会
な
ど

●
入
場
料
　
無
料

▼
お
問
い
合
わ
せ

　
長
崎
県
児
童
生
徒
支
援
室

　
☎
０
９
５
（
８
９
４
）
３
３
３
９

２
０
０
８
年
版

　
長
崎
県
民
手
帳
を
ど
う
ぞ

　
「
郷
土
の
主
な
行
事
」
を
盛
り
込

ん
だ
ダ
イ
ア
リ
ー
に
、
暮
ら
し
に
役

立
つ
長
崎
県
の
情
報
が
満
載
の
便
利

な
手
帳
（
５
０
０
円
）
を
販
売
し
て

い
ま
す
！

▼
お
問
い
合
わ
せ

　
長
崎
県
統
計
協
会（
県
の
統
計
課
内
）

　
☎
０
９
５
（
８
９
５
）
２
２
２
３
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健康テレホンサービス
11月のテーマ



狩猟期間中（11月15日～3月15日）の山歩きはご注意ください！

　期間中、山歩きや遠足に出かけるときは目立つ服装を心がけ、登山歩道から

はずれたり、やぶの中に入らないようにしましょう。また、単独での行動は避

けるようにしましょう。

　また、ハンターの皆さんが狩猟に出掛ける時は、猟友会指定のオレンジ色の

ベストおよび帽子を必ず着用し、迷彩服、迷彩帽などは使用しないでください。

お問い合わせ　長崎県農政課（☎095-895-2917）　 南島原市市民生活部環境課（☎050-3381-5041）

11月25日㈰～12月１日㈯は『犯罪被害者週間』です。

　犯罪行為により、不慮の死を遂げた被害者の遺族または身体に障害を負わされた被害者等に対しては、

国が犯罪被害者等給付金を支給する「犯罪被害給付制度」があります。

【電話相談を受け付けています】ＮＰＯ法人「長崎被害者支援センター」では、警察や関係機関と連携し、

犯罪や事故の被害者やその家族等に対する支援活動を行っています。

お問い合わせ　ＮＰＯ法人「長崎被害者支援センター」☎095-820-4977

　　　　　　  火曜～土曜日 （10：00～16：00） ※相談は無料で、秘密は厳守します。

全
国
障
害
者
芸
術
・
文
化
祭

な
が
さ
き
大
会

　
障
害
者
の
皆
さ
ん
が
芸
術
・
文
化

活
動
の
成
果
を
披
露
し
ま
す
。

●
日
　
時

　
11
月
30
日
㈮
〜
12
月
２
日
㈰

　
午
前
10
時
〜
午
後
５
時

●
場
　
所
　
シ
ー
ハ
ッ
ト
お
お
む
ら

●
内
　
容
　
短
歌
や
俳
句
、絵
画
、彫

　
刻
な
ど
作
品
の
展
示
、
ス
テ
ー
ジ

　
発
表
、県
内
の
授
産
製
品
の
販
売
。

●
入
場
料
／
無
料

▼
お
問
い
合
わ
せ
　

　
長
崎
県
障
害
福
祉
課

　
☎
０
９
５
（
８
９
５
）
２
４
５
１

長
崎
県
育
英
会
・
長
崎
県

交
通
遺
児
奨
学
会
か
ら
の

お
願
い
で
す
！

『
奨
学
金
の
返
還
は
お
早
め
に
』

　
長
崎
県
育
英
会
お
よ
び
長
崎
県
交

通
遺
児
奨
学
会
で
は
、
奨
学
金
の
返

還
期
日
を
守
ら
ず
、
滞
納
と
な
っ
て

い
る
人
が
増
加
し
、
大
変
困
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
返
還
金
が
、
後
輩
の
新

た
な
奨
学
金
と
な
り
ま
す
。

貸
与
を
受
け
て
い
た
人
は
、
返
還
期

日
を
守
り
早
め
に
納
付
し
ま
し
ょ
う
。

『
寄
付
金
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
』

　
長
崎
県
育
英
会
お
よ
び
長
崎
県
交

通
遺
児
奨
学
会
で
は
、
寄
付
金
を
受

け
付
け
て
お
り
ま
す
。
皆
様
か
ら
寄

せ
ら
れ
た
浄
財
は
奨
学
資
金
と
し
て

活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
奨
学
金
事

業
の
充
実
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

皆
様
方
の
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　
な
お
、
長
崎
県
育
英
会
へ
の
寄
付

金
は
特
定
公
益
増
進
法
人
へ
の
寄
付

と
し
て
、
税
制
上
の
優
遇
措
置
が
受

け
ら
れ
ま
す
。

▼
ご
相
談
・
お
問
い
合
わ
せ

　
㈶
長
崎
県
育
英
会
・
長
崎
県
交
通

　
遺
児
奨
学
会

　
☎
０
９
５
（
８
２
４
）
７
５
０
１

「
み
ん
な
で
止
め
よ
う
温
暖
化
」

統
一
標
語
と
シ
ン
ボ
ル
マ
ー

ク
が
決
定
し
ま
し
た

　
地
球
温
暖
化
防
止
へ
向
け
て
、
県

民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

●
統
一
標
語
『
種
を
ま
く
　
エ
コ
と

　
い
う
名
の
　
未
来
の
芽
』

●
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク

▼
お
問
い
合
わ
せ

　
長
崎
県
環
境
政
策
課

　
☎
０
９
５
（
８
９
５
）
２
３
５
３

長
崎
県
美
術
館
か
ら
の
お
知

ら
せ

■
企
画
展
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

＝
「
美
術
館
に
行
こ
う
！
」
デ
ィ
ッ

　
ク
・
ブ
ル
ー
ナ
に
学
ぶ
モ
ダ
ン
・

　
ア
ー
ト
の
楽
し
み
方
展
＝

　
世
界
中
で
愛
さ
れ
て
い
る
「
ミ
ッ

フ
ィ
ー
」
の
生
み
の
親
、
ブ
ル
ー
ナ
。

　
シ
ン
プ
ル
で
温
か
み
の
あ
る
彼
の

デ
ザ
イ
ン
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
近
現
代

美
術
に
ふ
れ
た
経
験
か
ら
生
ま
れ
た

も
の
で
す
。
本
展
で
は
、
モ
ダ
ン
・

ア
ー
ト
を
見
た
と
き
の
驚
き
や
喜
び

が
表
現
さ
れ
た
絵
本
「
ミ
ッ
フ
ィ
ー

の
た
の
し
い
び
じ
ゅ
つ
か
ん
」
を
ガ

イ
ド
と
し
て
、
当
館
の
所
蔵
作
品
を

わ
か
り
や
す
く
紹
介
す
る
と
と
も
に
、

ブ
ル
ー
ナ
自
身
の
デ
ザ
イ
ン
の
足
跡

を
た
ど
り
ま
す
。
　

●
期
　
間
　
11
月
25
日
㈰
ま
で

●
料
　
金
　
一
般
９
０
０
円
、
高
校

　
生
・
大
学
生

・
70
歳
以
上
６
０

　
０
円
、
中
学
生
以
下
無
料

※
期
間
中
、
本
入
場
券
に
て
美
術
館

　
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展（
常
設
展
示
室
）

　
に
も
ご
入
場
い
た
だ
け
ま
す
。

《
関
連
イ
ベ
ン
ト
》

〇
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク（
作
品
解
説
）

　
毎
週
日
曜
日（
11
月
25
日
を
除
く
）

　
午
後
２
時
〜

●
会
　
場
　
企
画
展
示
室

●
料
　
金
　
聴
講
無
料

メ
ル
マ
ガ
会
員
募
集
中
！

　
長
崎
県
美
術
館
の
最
新
情
報
を
月

１
回
送
信
い
た
し
ま
す
。

　
お
申
し
込
み
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

※『
長
崎
県
美
術
館
』
で
検
索

　h
ttp

://w
w

w
.n

ag
asak

i-m
u
se

　u
m

.jp

▼
お
問
い
合
わ
せ
　
長
崎
県
美
術
館

　
☎
０
９
５
（
８
３
３
）
２
１
１
０

　
℻
０
９
５
（
８
３
３
）
２
１
１
５

※
毎
月
第
２
・
第
４
月
曜
日(

休
日
・

　
祝
日
の
場
合
は
翌
日)

は
休
館
日

　
で
す
。

長
崎
歴
史
文
化
博
物
館
か
ら

の
お
知
ら
せ

■
企
画
展

＝
開
館
２
周
年
記
念
特
別
展

　
　
「
勝
海
舟
と
幕
末
長
崎
」
展
＝

　
幕
末
の
動
乱
期
に
、
近
代
科
学
技

術
の
教
育
機
関
と
し
て
設
立
さ
れ
た

海
軍
伝
習
所
と
医
学
伝
習
所
（
現
長

崎
大
学
医
学
部
）
、
そ
し
て
長
崎
鎔

鉄
所
（
現
三
菱
重
工
業
長
崎
造
船
所
）

の
役
割
に
つ
い
て
、
豊
富
な
資
料
を

通
し
て
紹
介
し
ま
す
。
ま
た
勝
海
舟

に
ス
ポ
ッ
ト
を
あ
て
、
貴
重
資
料
の

数
々
を
一
堂
に
展
示
し
て
い
ま
す
。

●
期
　
間
　
11
月
３
日
㈯
〜
12
月
９

　
日
㈰
（
休
館
日
…
11
月
20
日
㈫
）

●
場
　
所
　
長
崎
歴
史
文
化
博
物
館

　
３
階
企
画
展
示
室

●
料
　
金
　
大
人
１
０
０
０
円
ほ
か

「
再
就
職
支
援
セ
ン
タ
ー
」
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

　
個
別
相
談
や
就
職
支
援
セ
ミ
ナ
ー

を
実
施
し
、
中
高
年
を
対
象
に
就
職

を
お
手
伝
い
し
て
い
ま
す
。

　
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
再
就
職
支
援
セ
ン
タ
ー
長
崎

　（
長
崎
市
銅
座
町
４
ー
１
）

　
☎
０
９
５
（
８
１
８
）
８
７
８
９

▼
お
問
い
合
わ
せ

　
長
崎
県
雇
用
労
政
課

　
☎
０
９
５
（
８
９
５
）
２
７
１
５

労
使
間
の
ト
ラ
ブ
ル
解
決
の

お
手
伝
い
を
し
ま
す

●
受
付
時
間

　
平
日 

午
前
９
時
〜
午
後
５
時
45
分

●
相
談
料
　
無
料

▼
長
崎
県
労
働
相
談
情
報
セ
ン
タ
ー

　
　
０
１
２
０
（
７
８
３
）
２
５
８

宝
く
じ
の
購
入
は
県
内
で
！

　
11
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行財政改革の一環として、経費削減と新たな財源の確保のために、有料

広告を募集しています。（位置や大きさは左を参照してください）

当面の掲載料は１０,０００円とし、ひと月単位でも受け付けています。

※広報紙のほか、ホームページでのバナー広告も併せて募集しています。

　詳しくは、市ホームページの広告掲載事業欄をご覧になるか、企画振

　興部企画課政策企画班（℡ 0 5 0 － 3 3 8 1 － 5 0 3 0 ）へお尋ねください。

※市ホームページ（広告掲載事業欄）にも

　詳しく掲載しています。　

◆そうめんなどの特産品広告

◆お中元やお歳暮のご案内

◆忘年会新年会時のお店紹介

◆成人式の着付け　など

　さまざまな事業にご活用いただけます。

※広報紙は市内全世帯に配布、

　ホームページ広告は24時間、世界中に発信で

　きます。

◆そうめんなどの特産品広告

◆お中元やお歳暮のご案内

◆忘年会新年会時のお店紹介

◆成人式の着付け　など

　さまざまな事業にご活用いただけます。

※広報紙は市内全世帯に配布、

　ホームページ広告は24時間、世界中に発信で

　きます。

10月～12月までの期間、「九州さるく」開催中！

南島原市 検 索

WEBブラウザ 「南島原市」で検索!!

▲
▲

　現在、九州全域で「九州さるく」が行われています。

みなさんも地元観光ガイドの話を聞きながら、南島原

市の歴史・文化にふれてみませんか？

　この機会に、ご家族ご友人と一緒に、次の２コース

を訪ねましょう！

●開催日時　

　11月11日㈰／11月18㈰／12月２日㈰／12月９日㈰

　午前の部09：30～12：00（12：00から昼食と入浴）

　午後の部12：00～16：00（12：00から昼食、ガイド終了後入浴）

●コ ー ス

　①「島原の乱」最後の舞台「原城跡」を巡る

　（真砂→原城跡→原城文化センター→西望公園→真砂）

　お申し込み先：原城温泉「真砂」 ☎0957－85－3155

　②南蛮船来航の地を訪ねる　　　　　　　　　　　

　（年金センター→口之津歴史民俗資料館→口之津教会

　跡→南蛮船来航の地→アコウ群落→年金センター）

　お申し込み先：国民年金健康保養センター くちのつ 

　　　　　　　　☎0957－86－2020

●料　金：1 , 6 0 0 円

　（昼食代・入浴料含む）

※①＋②の１日コース

　の場合は、1 , 9 0 0 円

●お問い合わせ

　南島原市企画振興部

　地域振興課観光振興班 ☎０５０ー３３８１ー５０３２
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栄養士講話

　精神の病気は全国で 220 万人ともいわれ、

特別な遠い存在ではなく身近な存在です。

　精神障害のある人も、そうでない人もお互い

に人格と個性を尊重し、支え合い、地域で暮ら

すことが出来る共生社会を実現するためのお話

です。わかりやすく、やさしいお話しですので、

ぜひご来場ください。

日時：11月22日（木）
　　　午後７時～８時30分

場所：北有馬保健センター

内容：精神障害者が地域で

内容：生活するために

講師：吉田　勝博 先生

　　　 大村市社会福祉協議会

　　　 相談支援事業者サービス管理責任者［ 　 　 　 　 　 　 　 　 　   ］

参 加 対 象

場所と日程

教 室 内 容

65歳以上で介護保険を利用していない人

■原城オアシスセンター

　11月７日㈬・14日㈬・21日㈬・28日㈬

■深江公民館

　11月１日㈭・８日㈭・15日㈭・26日㈪

■午後１時30分～４時（全会場共通）　

かなひろい検査、脳活性ゲーム、

講話｢認知症と物忘れのちがい｣など

　働き盛りを過ぎ、生活に張り合いが持てなくなると、

脳が元気を失い始めます。それらを防ぐため、南島原

市では８月から「物忘れすっきり教室」を開催してい

ます。今後も下記の通り開催しますので、福祉保健課

へお申し込みください。

～脳を活性化させ､認知症を予防することで、

　　　　生き生きとした生活をめざしましょう！～
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　警察では 11月中、特に重大な犯罪を行った被疑者をリストアップし、全国警察の総力を挙げて追跡捜査を行い、

早期検挙を図っています。現在も逃走を続けているオウム真理教関係の警察庁指定特別手配被疑者を始めとする指

名手配被疑者の早期逮捕と捜査活動に対するご理解とご協力をお願いします。

○指名手配被疑者の検挙にご協力を！

　「あれ？この人は指名手配の犯人に似ているよね？

でも違うかも…」と思わずにどんな小さな事でも結構

ですから、警察への通報をお願いします。

○「事件かな？」と思ったら迷わず１１０番を！

　「事件かも！」と思ったら深夜、早朝を問わず１１０

番通報をお願いします。

　あなたの通報が早期解決のきっかけとなります。

○配偶者からの暴力に悩んでいる人に

　警察では、相手方が裁判所から出された保護命令に

違反した場合など、配偶者からの暴力に遭われた人の

立場に立ち、状況に応じた対応を行っていますので、

一人で悩まず最寄りの警察署等へご相談ください。　
　

○「保護命令」の対象が広がります！（来年１月から）

　保護命令とは、配偶者からの更なる暴力を防止する

ため、被害者の申し立てにより、地方裁判所が相手方

に対して行う命令（退去命令・接近禁止命令）のことです。

　11月12日（月）から25日（日）までの２週間、「女性

に対する暴力をなくす運動」が実施されます。警察も、

この運動の関係機関として、女性に対する暴力の問

題への取組みを一層強化することとしています。

　落とし物や忘れ物の取り扱いを定めた「遺失物法」

が改正され、12月10日から施行されます。 

　改正された内容の概要は、次のとおりです。

○被害にあった時は必ず届け出を！

　警察は被害者の身の安全を守ります。

　被害拡大防止のためにも勇気を出して、警察に届出

をお願いします。

○聞き込み捜査にご協力を！

　あなたの情報が事件を解決する重要な鍵となります。

　「そういえばあの時すれ違った人が…」事件は思わぬ

所にヒントを隠しているのです。

主な改正点 改正前 改正後の拡充点

○すべての住宅用火災報知器の設置時期の訂正について

　広報南島原10月号で、『住宅用火災報知器悪質業者による訪問販売注意!!』の記事を掲載し

ましたが、その中の「ここでの注意点」の欄に「すべての住宅に火災報知器の設置が義務付

けられるのは、南島原市では平成21年６月からです」となっていますが、正式には、平成21

年６月までに設置しなければなりません。誤解を招く表現をお詫びし、訂正します。　　

落とし物や忘れ物の保管期間が３カ月（現行６カ月）

になります。

落とし物や忘れ物の情報がインターネットで公表

され、探しやすくなります。

携帯電話やカード類など個人情報が入った物につ

いては、拾った人が所有権を取得できないことと

なります。

公共交通機関や店舗など多くの落とし物や忘れ物

を取り扱う事業者を対象に特例施設占有者制度が

新設されます。

傘や衣類など大量・安価な物等は、２週間以内に

落とし主が見つからない場合は売却できることと

なります。

動物愛護法による引き取りの対象となった犬・猫は、

遺失物法の対象外となります。

※動物愛護法の規定による引き取りの対象となった「所有者が

　判明しない犬または猫」については、遺失物法が適用されずに、

　都道府県等がこれを引き取ることになります。

（１）

（２）

（３）

（４）

（５）

（６）

生命又は身体に対する
脅迫を受けた者も対象
者に追加　　　　　　

電話、電子メール等の
行為　　　　　　　　

身体に暴力を受け
た者　　　　　　

被害者の親族等も追加

接 近 行 為

被害者及びその子接近禁止命令の対象

禁 止 さ れ る 行 為

保護命令の対象者

広報 2007.11. 123

　11月１日 (木)から、島原税務署（☎０９５７－６２－３２８１）におかけいただいた電話は自動音声応答により、

お受けします。自動応答によりアナウンスされた番号をご用件に応じ選択していただくと、福岡国税局の電話相

談センター（音声案内『１』）または島原税務署（音声案内『２』）にご案内します。　　　　　　　

　長年使用している電化製品は、火災等の事故につながる恐れがあります。次の安全チェックポイントに一つでも

該当する電化製品は、火災等の重大事故につながる可能性がありますので、早急に使用中止し、販売店、メーカー

にご連絡ください。

　電話相談センターでは、国税に関するご質問やご

相談を次の区分に応じてお受けしておりますので、

お気軽にご利用ください。（ご相談の内容に応じて、

次の番号をお選びください）

① 所得税関係（年金、給与、事業など）

② 相続税、贈与税、土地や株式等の売却関係

③ 法人税、源泉所得税（年末調整）関係

④ 消費税、印紙税関係

⑤ その他のお問い合わせやご不明な場合

　税務署では、11月１日以降、具体的な事実

関係や書類を確認させていただく必要がある

など、電話での対応が困難なご相談について、

面接により対応させていただいております。

　事前にお電話でお名前

やご住所などをお知らせ

いただいた上で、面接で

のご相談の日時をご予約

いただきますようお願い

いたします。

　モーターがうなるような異常な音がする

　焦げ臭いにおいがする

　モーターが異常に熱くなったりする

　スイッチを入れても、動かない時がある

扇風機

　電源スイッチを入れても、映像や音が出ない

　上下・左右の映像が欠けている

　変なにおいがしたり、煙が出る

　水がかかったり、ごみが入ってしまったりしている

テレビ

　継ぎ手などから、水漏れしている

　運転中に異常な音や振動がする

　運転中に脱水槽のふたを開けても、止まらない

洗濯機

　水漏れがする

　室外ユニットの設置が不安定

　電源プラグの差し込み部が変色している

エアコン

１つでも当てはまる項目が

あった場合や『おかしいな…』

と思ったときは

使用を中止し、販売店、

メーカーに連絡してく

ださい。

経 済 産 業 省
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●所在地：南島原市口之津町上大野木場

●交　通：下段地図を参照ください

　上記「ふるさとの文化財」において紹介した旧長崎税関口之津支署庁舎は現在改修され、口之津歴史民

俗資料館として活用されています。国際貿易港として発展した口之津の歴史にまつわる、多くの品々が展

示してあります。通常は入館料が必要ですが、国の「文化財保護強調週間」および長崎県が推進する「文

化財公開月間」に関連して、下記の期間に無料開館いたします。併設の「海の資料館」および「与論館」

も同様に無料で見学できます。広報発行日より無料開館実施までの期間が短く、市民の皆さまには大変ご

迷惑をおかけしますが、ぜひこの機会に多数のご来館を賜りますようお願い申し上げます。　　　　　　

＊ご来館前に、より詳しい資料館情報をご覧になりたい人は、

　南島原市ホームページ→「市民情報・暮らしの便利帳」→「教育」にアクセスしてください。

　そちらより資料館パンフレットをダウンロードできます。

～国際貿易港としての口之津港～
　口之津の歴史は古く、中世末期にキリスト教布教

の中心地あるいは国際貿易港として発展したことは、

以前にご紹介したところです。

　時は明治に入り、三井財閥の石炭輸出の根拠地と

して、口之津は再び発展することとなります。その

一つの象徴とも言える文化財が、今回ご紹介する旧

長崎税関口之津支署庁舎（以下、口之津税関と表記）

です。

　口之津税関は明治11年、三池炭鉱の石炭を口之

津港より直接海外へ輸出することが許可されたのに

伴い開設されました。もともとは口之津町内の別の

場所にありましたが、明治32年に現在の場所へ移

設されています。建物内部の構造は、検査場、事務

室、応接室などからなる比較的簡易なものですが、

天井は高く、木割りも太くて堂々とした造りになっ

ています。明治後期の大型木造洋館による税関庁舎

が現代まで残されている事は全国的にも珍しく、非

常に貴重な建物です。

　税関開設当初の口之津港は長崎港の中継港として

の役割が主でしたが、明治22年に門司港や博多港

等とともに特別輸出港※に指定されて以来、全盛期

へと向かっていきます。一時は長崎港をも凌ぐ輸出

高があったそうです。しかし、明治42年に三池港 ( 福

岡県 ) が開かれたのを機に、入港船舶の減少、大正

12年には商社の撤退と、口之津港は徐々に国際貿

易港としての役割を終えていきます。

　明治の中頃から終わり頃にかけて口之津港が全盛

を極めた一方、時を同じくして「からゆきさん」と

呼ばれる貧しい農村の女性達が、口之津港から東南

アジアを中心とした諸外国へ売られていったという

悲しい史実もあります。その多くは島原半島や天草

の出身者だったといわれており、かの有名な「島原

の子守唄」(故・宮崎康平氏　作詞・作曲)も、そんな「か

らゆきさん」を哀れんで作られた唄です。

　時として華やかな歴史の一方には、目を背けては

ならない悲しい歴史もあって、それに向き合い学ぶ

ことが社会をより良くするうえで、とても大切だと

いう思いに駆られます。

※特別輸出港…米、麦、石
　炭等の特定の品目に限っ
　て、輸出許可の指定を受
　けた港。

旧長崎税関　 
口之津支署庁舎　 

▲

期　　日　平成19年11月３日［土・祝］～ 11 月 4 日［日］

開館時間　午前９時～午後５時

所  在  地　南島原市口之津町甲16番地７

電　　話　☎０５０ー３３８１ー５０８９

口之津歴史民俗資料館の無料開館
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未来につたえよう

旧長崎税関口之津支署庁舎
（口之津町 県指定有形文化財）

口之津歴史民族資料館の無料開館のお知らせ！
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いんとう

　喫煙は、肺がんをはじめ咽頭がん、食道がん、虚血性心疾患、流産、早産などを引き起こ

す危険が高くなることが知られています。

　たばこの煙には、約２００種類の有害物質、約４０種類の発がん性物質が含まれています。

また、たばこの煙は、喫煙時に吸い込む「主流煙」と、たばこの点火部から立ち昇る「副流煙」

に分けられ、各種有害物質の含有量は、意外にも主流煙より副流煙の方が多く含まれています。

   たばこを吸う際は、他人に迷惑をかけないよう喫煙マナーを身につけましょう !

　たばこを吸う人は、吸わない人に比べてがんに

なる危険度が高くなります。喉頭がんでは、男性

は３２ . ５倍と非常に高い割合です。

☆あなたはたばこを吸いますか？ ☆あなたは吸わない人へ配慮していますか？

◆妊婦や乳幼児がいる場所では、吸わない

◆歩きたばこをしない

◆たばこの害について知る

◆職場での分煙実施

◆禁煙しようとしている人に協力しよう

できることから始めよう！

　たばこを吸わない人が、副流煙を吸わされてしま

うことを受動喫煙といいます。

　健康増進法２５条では、「学校、体育館、病院、

劇場、百貨店、官公庁施設、飲食店その他多

数の者が利用する施設を管理する者は、これ

らを利用する者について、受動喫煙を防止す

るために必要な措置を講ずるよう努めなけれ

ばならい。」と定められています。

ニ コ チ ン　　2.8 倍

一酸化炭素　　4.7 倍

タ　ー　ル　　3.4 倍

アンモニア　　46 倍

ベンゾピレン　3.7 倍

（発 が ん 物 質 ）

主流煙との比較
こうとう

■がんによる死亡の相対危険度
　 たばこを吸わない人を1とした場合の

　 がんによる死亡率

口・咽頭がん
男性3.0倍　　 女性1.1倍

喉頭がん
男性32.5倍　 女性3.3倍

食道がん
男性2.2倍　　 女性1.8倍

肺がん
男性4.5倍　　 女性2.3倍

すい臓がん
男性1.6倍　　 女性1.4倍

ぼうこうがん
男性1.6倍　　 女性2.3倍

子宮頚部がん
男性3.0倍　　 女性1.6倍

（　　　　　　　　　　 ）

いんとう

こうとう

ぞう

けい ぶ

（H18. ひまわりプランアンケートより）

たばこを吸うときは
　　　　マナーを守ろう！

今月のテーマ：「たばこ」

◆がんによる死亡の相対危険度 ◆主流煙より何倍も有害な副流煙

◆受動喫煙の防止

が
ん
や
心
臓
病
な
ど
に

な
り
や
す
く
な
っ
て
ま
す
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献　血

　事　業　名　 時　　　間 場　　　所 備　　　考実 　施　 日

母子保健 ～乳児相談・両親学級・乳幼児健診・予防接種～

乳 児 相 談

１歳６カ月児健診

20日（火） ９：00～14：00 有 家 保 健 セ ン タ ー

布 津 保 健 セ ン タ ー 平成18年12月

平成19年４月、８月生北有馬保健センター

口之津保健センター

９：00～14：00

10：00～15：00

10：00～15：00

21日（水）

22日（木）

27日（火）

Ｂ Ｃ Ｇ 予 防 接 種

28日（水）

15日（木）

９日（金）
12：45～13：00（受付）
＊接種時間 約１時間＊

有 家 保 健 セ ン タ ー

原城オアシスセンター

布 津 保 健 セ ン タ ー

布 津 保 健 セ ン タ ー

加津佐保健センター

平成18年３月～４月生

平成18年２月～４月生
12：30～12：45（受付）

６日（火）

９日（金）

両 親 学 級 原城オアシスセンター 歯の健康・妊婦体験19：30～21：3016日（金）

３ 歳 児 健 診 有 家 保 健 セ ン タ ー 平成16年４月～５月生12：30～12：45（受付）29日（木）

２ 歳 児 歯 科 健 診
北有馬保健センター 平成17年３月～５月生16日（金）

布 津 保 健 セ ン タ ー 平成17年３月～４月生
12：30～12：45（受付）

13日（火）

８：30～11：00（受付）

13：00～15：00（受付）

原城オアシスセンター

北有馬保健センター

10：00～11：00（受付）

13：30～14：30（受付）
21日（水）

布 津 保 健 セ ン タ ー

基本健診結果説明会

北有馬保健センター

布 津 保 健 セ ン タ ー

９：00～16：00

９：00～16：00

9：00～16：00・18：00～19：00

9：00～16：00・18：00～19：00

９：00～16：00

生後３～６カ月

　事　業　名　 時　　　間 場　　　所 備　　　考実 　施　 日

　事　業　名　 時　　　間 場　　　所 備　　　考実 　施　 日

住民健康診査 ～婦人がん検診・骨粗しょう症検診～

婦 人 が ん 検 診

骨 粗 し ょ う 症 検 診

被爆者健康診断 ～被爆者健康手帳または健康診断受診者証を持参ください～

原 爆 健 診
（肺がん検診・大腸がん検診同時実施）

９月26日・27日受診者

９月28日受診者

９月30日受診者

乳がん 40歳以上女性（偶数年齢）

子宮がん 20歳以上女性（偶数年齢）

骨粗しょう症 30～75歳女性（５歳きざみ）

10月８日受診者

10月４日・５日受診者

10月９日受診者

有 家 総 合 支 所

深江ふるさと伝承館

南 島 原 市 役 所

商工会西有家支所前

南 有 馬 総 合 支 所

北 有 馬 総 合 支 所

１日（木）

６日（火）

９日（金）

15日（木）

30日（金）

～献血で広がる みんなの思いやり、助けあいのこころ～

　事　業　名　 時　　　間 備　　　考実 　施　 日

献 血

９：30～11：30
12：30～15：30

９：30～11：30
12：30～15：30

９：00～12：00

14：00～15：30

場　　　所

27日（火）

９日（金）

12日（月）

13日（火）

14日（水）

15日（木）

16日（金）

西有家地区消防団献血

11月11月

●おはなし会

　11月10日㈯　10時半～11時

●たんぽぽのおはなし会

　11月17日㈯　14時～14時半

●クリスマス工作教室

　11月24日㈯　14時～15時

※申し込みは11月10日㈯～

●「読書週間ポスター」の展示

　11月１日㈭～29日㈭

●おはなし会（１階 おはなしの部屋）

　11月10日㈯　16時～

　11月13日㈫　16時20分～

　11月17日㈯　14時～

●乳幼児向けおはなし会（３階ホール）

　11月９日㈮　11時15分～11時半

●工作教室（３階ホール）

　11月24㈯　13時半～

●金よう日おはなし会（乳幼児向け）

　11月９日㈮　11時～11時半

●土よう日おはなし会（児童向け）

　11月24日㈯　15時～15時半

●ホーホー森の上映会

　11月17日㈯　14時～

●作ってあそぼう！～工作ランド～

　11月10日㈯　10時半～

●出張おはなし隊（慈恩寺分館）

　11月10日㈯　10時～

●長崎県ゆかりの作家による講演会

・西平あかねさんと二羽史裕さんの

　トークショー

　11月10日㈯　13時半～15時

●おはなし会「話の小箱」（ボランティア）

　11月17日㈯　14時～

●おはなし会「ありんこのす」（こどもたち）

　 11月24日㈯ 14時～

●にこにこおはなし会（乳幼児向け） 

　毎週水曜日　11時～

●図書館まつり　11月18日㈰ 
・おはなし会　10時半～11時半

　（ちゅうりっぷのおはなし会、ギタ

　ー演奏、お父さんの読み聞かせ）

・ビデオ上映会　14時～15時

　「ムーミン谷の彗星」

・カルタ大会　15時半～16時

・としょかん De クイズ・くいず

・ブック・リサイクル 11時半～終日

●おはなし会

　11月11、25日㈰　11時～11時半

●おってみゅーDay（おりがみ教室）

　11月24日㈯　14時～14時半

●工作ひろば

　11月３日㈯　14時～

●おはなし会

　11月17日㈯　14時～

●ブック・リサイクル

　11月４日㈰～10日㈯

加津佐図書館
☎０５０（３３８１）５１１９

西有家図書館
☎０５０（３３８１）５１５５

口之津図書館
☎０５０（３３８１）５１８６

原城図書館
☎０５０（３３８１）５０７８

有家図書館
☎０５０（３３８１）５０４６

深江ふるさと伝承館図書室
☎０５０（３３８１）５１２５

＊詳しいことは、館内ポスターや各図書館

　（室）に問い合わせの上、ご確認ください。

　不倫するやつなんて馬鹿だと思っ
ていた僕なのに、越えてはならない
境界線を越えてしまう。しかも、彼
女は15年前に起きた殺人事件の容疑
者だった。事件はまもなく時効を迎
えようとしていた…。

「夜明けの街で」
東野　圭吾 著（角川書店刊）

伝承館では、毎月第３土曜（14：00）に
「おはなし会」を行っています。
お友達や、親子で楽しい時間を過ごし
に来てください。

①５つの図書館（加津佐・口之津・原城・西有家・有家）

　と１つの図書室（深江ふるさと伝承館）の利用ができ

　ます。

②すべての図書館資料の予約ができます。（一部、視聴

　覚資料および図書資料を除く）また、予約した本の受

　け取り図書館（室）の指定もできます。

③借りた本は、どの図書館でも返すことができます。

便利になった、南島原市図書館へお越しください！

《１枚のカードでどこでも利用できます》

「読書の秋」を満喫しよう！No.17

今、話題の作家!!
伝承館でも人気です!!

『東野 圭吾』の本

～あなたの秋は、どんな秋？～

秋の夜長に、あなたのお気に入りの

　　　　１冊を見つけてみませんか・・・。

　「読書週間」は、すべての世代の人たちに本を親しむきっかけを

作ってもらう運動です。普段、読書をしないという方もぜひこの

機会に、一冊手にとってみてはいかがでしょうか？

10月27日（土）～11月９日（金）
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月・MON 火・TUE 水・WED 木・THU 金・FRI 土・SAT日・SUN

文化の日

●年金相談の予約・お問い合わせは各総合支所でお尋ねください。●行政相談のお問い合わせは各総合支所でお尋ねください。

●行政相談
・南島原市商工会
　有家支所 17：30～

●献血
・南島原市役所
　（西有家町消防団）
　09：00～12：00
・商工会西有家支所前
　14：00～15：30

●みそ五郎まつり
・西有家町商店街付近
　10：00～

●ありえ浜んこら祭
・有家総合運動公園
　 9：30～17：00
●石見神楽の世界
・ありえコレジヨホール
　18：00～（開場17：30）

●献血
・深江ふるさと伝承館
　09：30～11：30
　12：30～15：30

●献血
・有家総合支所
　09：30～11：30
　12：30～15：30

●南島原市戦没者追悼式
・ありえコレジヨホール
　10：00～
●行政相談
・西有家老人センター
　10：00～12：00

●行政相談
・原城文化センター
　13：00～16：00
●年金相談（要予約）
・南有馬総合支所会議室
　10：00～15：00

●行政相談
・南島原市商工会
　有家支所 17：30～
●交通事故巡回相談
・島原市役所
　10：00～16：00

●行政相談
・深江ふれあいの家
　13：00～16：00
・西有家老人センター
　10：00～12：00
・加津佐公民館
　13：00～16：00

勤労感謝の日

●夢・手づくりふれあい祭り
・加津佐岩戸グラウンド
　09：00～
　（＊詳細はP14に掲載）

●深江町産業まつり
・深江ふるさと伝承館
　09：30～15：00
　（＊詳細はP14に掲載）
●九州さるく
　（＊詳細はP19に掲載）

11月10日㈯まで、のんのこ温水センター（諫早市福田町）は休館

いたします。利用者の皆様には、大変ご迷惑をおかけいたします

が、ご理解とご協力をお願いいたします。

脳を活性化させ､認知症を予防することで、生き生きとした生活をめざしましょう！

●参 加 対 象　65歳以上の介護保険を利用していない人

●日程と場所　原城オアシスセンター　11月７日㈬・14日㈬・21日㈬・28日㈬

　　　　　　　深江公民館　　　　　　11月１日㈭・ ８日㈭・15日㈭・26日㈪

●開 催 時 間　午後１時30分～４時（全会場共通）

●みそ五郎まつり
・西有家町商店街付近
　10：00～

●九州さるく
　（＊詳細はP19に掲載）

立冬

七・五・三

●献血
・南有馬総合支所
　09：30～11：30
　12：30～15：30

●夢・手づくりふれあい祭り
　（＊詳細はP14に掲載）
●自衛隊音楽部
　『音楽のつどい』
・西有家公民館（カムス）
　14：00～

●健康福祉まつり
・ありえコレジヨホール
・有家保健センター
　10：00～15：00
　（＊詳細はP15に掲載）

●献血
・北有馬総合支所
　09：30～11：30
　12：30～15：30

休 館 期 間 11月10日㈯まで

営業開始日
11月11日㈰・12日㈪はお風呂のみの営業

13日㈫は休館日、14日㈬から通常営業となります

成人式の開式時間を変更します


